
 

人々のおもいが集う吉野公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も楽しく充実した夏季講座になりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『残暑の秋』                 主査 岩戸 郁一 

 10月を迎えました。暦の上ではすっかり秋ですが、今年も厳しい残暑が続き、日

中はまだ夏の名残を感じる日があります。一方で、朝夕の涼しい風や高く澄んだ空、

虫の音に耳を傾けると、季節は確かに秋へと歩みを進めていることを実感します。  

秋は「実りの秋」「スポーツの秋」とともに、「文化の秋」とも呼ばれます。読書

や音楽、芸術、地域の伝統行事など、人々が豊かな感性を育み、学びを深めるのにふ

さわしい季節です。公民館もまた、地域の皆さまが集い、語らい、新たな知識や趣味

に出会う場として、多くの文化活動を支えてきました。 

日々の忙しさの中では、立ち止まって季節の移ろいを味わう機会は決して多くあり

ません。しかし、身近な景色に目を向ければ、色づき始めた木々や実りを迎えた田畑

など、多くの秋の表情に出会うことができます。そうした自然の変化に心を寄せるこ

とも、文化を楽しむ第一歩ではないでしょうか。 

 今月も吉野公民館では、様々な公民館講座や自主学習グループ活動、地域

交流の機会を予定しています。初めて参加される方も気軽に足を運んでいた

だき、新しい仲間との出会いや学びの喜びを感じていただければ幸いです。  

残暑の疲れが出やすい時季でもあります。健康に十分留意され、実り豊かな秋をお

過ごしください。吉野公民館が皆さまにとって心安らぐ憩いの場、そして文化を育む

場となるよう、職員一同努めてまいります。 

 

親子陶芸教室 ストリートダンス  健康マージャンで脳トレ！  

親子で挑戦！科学実験 親子で楽しむ茶道体験 かるたとり入門 

発行；鹿児島市吉野公民館 所在地 鹿児島市吉野４丁目４－３ 

電話；２４４－２５６６  ＦＡＸ  ２４４－２５６７ 

（公民館だよりは、市のホームページでも御覧になれます。） 

 
 



 

【１０月の主な行事予定】 
１日（木）吉野地域家庭教育研修会（９:３０～） 

１３日（火）健康づくり学習室利用講習会（１４:００～１５:３０）  

１７日（土）おはなしのじかん（１４:００～１４:３０） 

２３日（金）吉野地域人権問題研修会（９:３０～）  

２４日（土）健康づくり学習室利用講習会（１０:００～１１:３０）  

＜市民の時間＞・・・３日(土)、５日（月）、１２日(月)、１７日(土)、１９日(月)、２６日（月） 

＜親子無料開放＞・・・１０月の開放は、ありません。  

【１１月の主な行事予定】 

９日（月）～１３日（金）地域総合文化祭開催のため、貸館不可  

１０日（火）健康づくり学習室利用講習会（１４:００～１５:３０）  

１３日（金）～１５日（日） 地域総合文化祭開催のため、健康づくり学習室利用不可  

１４日（土）おはなしのじかん(１４:００～１５:００)※総合文化祭１日目の読み聞かせを兼ねる。 

14 日（土）～15 日（日） 令和８年度吉野地域総合文化祭 
１４日（土）展示発表（10：00～14：00）、文化講演会，読み聞かせ（14：00～15：30） 
１５日（日）舞台発表、展示発表、体験活動（9：00～13：00） 

２８日（土）健康づくり学習室利用講習会（１０:００～１１:３０）  

２８日（土）後期社会学級委員等研修会（午後 サンエール）  

＜市民の時間＞・・・１日（日）、２日(月)、７日(土)、２１日(土)、２２日（日）、２３日(月)、 
２８日（土）、３０日（月） 

＜親子無料開放＞・・・１１月の開放は、ありません。  

 

 
 
 

 

 

 

 

         

  

 

              

 

 

 

 

 

 

  

吉野公民館 

図書室 

よろしくね！ 

図書室より 

～秋の夜長にミステリーはいかが？

～ 図書室には殿堂入り作品も，最新の作品

も数多くのミステリーがあります♪ 

【最新作】 

『ファイア・ドーム』辻村深月  

『じゃあ、これは殺人ってことで』東川篤哉 

『あなたが正しくいられたとき』芹沢央 

【殿堂入り】 

『十角館の殺人』綾辻行人  

『壁抜け男の謎』有栖川有栖  

『満願』米澤穂        etc……  

 

※今年７月23日に逝去された東野圭吾さんの最

新作『永遠の記憶』は予約可能です。待ち人数な

どは窓口にお問い合わせください。  

 

ハロウィンとは  

 古代ケルト人がはじまりといわれている

海外のお祭り。収穫のお祝いと同時に日

本のお盆に近い意味合いもあるそうです。 

 
『ハロウィーンってなぁに？』 

  クリステル・デモワノー/作  （主婦の友社） 

『ハロウィンべんとう』 

木坂涼/文 （教育画劇） 

『やっぱりハロウィン』 

   中川ひろたか/文 （童心社） 

『ハロウィンセブン』 

   もとしたいづみ/文 （世界文化社） 

市民の時間や親子

無料開放は、今後予

約が入ると中止にな

ります。  


